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 「リフレーミング」という言葉を聞いたことがありますか。物事を別の角度から見る考え方です。同じ

事柄でも言い方を変えるだけで、伝わり方、受け取り方が変わってきます。今回は、「子どもに伝わりや

すい声掛け」をテーマに、「声かけ変換表」の一部を紹介します。 

 

声かけ変換の例 

before  after 

〇年生ならみんなできているよ ⇒ 
去年よりだいぶできるようになったね！ 

（その子自身と比較） 

次は〇〇ができるといいね ⇒ 
（これが）できたね！ 

（次の課題を言わない） 

ここができていないよ ⇒ 
ここまではできているね。 

（できているほうを見る） 

空気読んで！ ⇒ 
今、みんなで〇〇している所だよ。 

（状況を伝える） 

危ないからダメ！ ⇒ 
お母さん、怪我が心配だなあ。 

（気持ちを伝える） 

いつになったら宿題やるの？ ⇒ 
・宿題、何時からやる予定？ 

・〇時までだったらお母さん手伝えるよ 

走らないで！ ⇒ 
前見て！ 

（具体的に視線を誘導） 

やって当然、できて当たり前 ⇒ 
ありがとう。 

（感謝を伝える） 

出典 ：楽々かあさん公式 HP「声かけ変換表 /追加の声かけ変換表」より  

 

いかがだったでしょうか。こちらはほんの一例ですが、伝え方を変えるだけで、子供にとって分かりや

すく、伝わりにくかったことが伝わることがあるかもしれません。もし、お子さんに言いたいことが伝わ

りにくいとき、参考にしてみてください。 

伝え方を変えると、伝わり方も変わる！声かけ変換 
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